
株式会社ウメザワ介護福祉士実務者研修（通信課程）学則 

 

（施設設置者の名称・所在地） 

第１条 本研修は次の法人が実施する。 

 株式会社ウメザワ（以下「当社」という） 

東京都江戸川区松本１－３３－２０ 

 

（設置目的） 

第２条 

介護福祉士国家試験の受験資格を得る研修を通じて、実務経験のみでは習得できない、介護・福祉

に関する専門的な知識・技術の修得及び確固たる倫理観を育成する事によって、医療・福祉の担い手

として活躍する人材を輩出し、地域社会に貢献するために、介護福祉士実務者研修事業（以下「研修」

という）を実施する。 

 

（研修の名称・研修施設の位置） 

第３条 研修の名称及び研修の施設名称と設置場所は、以下のとおりとする。 

（１） 研修名称 東京ケアカレッジ 介護福祉士実務者研修 (通信課程) 

（２） 研修施設名称 東京ケアカレッジ（以下「当施設」という） 

（３） 研修施設所在地 東京都江戸川区鹿骨３－１８－８ 

（４） 面接授業は、当施設において実施する。 

 

（修業年限） 

第４条 修業年限は６ヶ月とする。但し、当社が認める理由により６ヶ月で全科目を受講できなかっ

た場合は、在籍期間を最高１年間延長して学習することができる。また、既に訪問介護員養成研修等

の研修を修了している者の修業年限は、次に定める通りとする。 

（１）訪問介護員 2 級課程    4 ヶ月 

（２）介護職員初任者研修    4 ヶ月 

（３）訪問介護員 1 級課程    2 ヶ月 

（４）介護職員基礎研修課程   2 ヶ月 

 

（定員及び学級数） 

第５条 １学級の定員は、12 名以下とする。１年間の学級数は、１学級または 2 学級とする。 

 

（養成課程） 

第６条 第２条の目的を達成するために研修を通信課程で実施する。 

 

（研修カリキュラムと履修方法） 

第７条 研修を修了するために履修しなければならないカリキュラム及び履修方法は、別紙 1「科目及

び履修方法表」のとおりとする。 



（履修免除） 

第８条 訪問介護員養成研修等の研修を既に修了している者については、「実務者研修における「他研

修等の修了認定」の留意点について」（平成 23 年 11 月 4 日社援基発 1104 第 1 号厚生労働省社会・援

護局福祉基盤課長）に基づき、別紙 2 に定めるところにより履修を免除することができる。 

 

（休業日） 

第９条 次にあげる日には、授業を行わない。 

（１） 天災その他やむを得ない事情により、授業を行うことができないと当社が認める日。 

（２） 年末年始（12 月 29 日～１月３日）。 

 

（入所時期） 

第 10 条 入所時期は、以下の通りとする。以下に定めた日が日曜日の場合は、その前日とする。 

 （１）63 時間コース （介護職員基礎研修修了者） 平成 31 年６月７日及び各養成課程ごとに（４） 

の４ヶ月後の同日。 

 （２）108 時間コース （訪問介護員養成研修１級課程修了者） 平成 31 年６月７日及び各養成課 

程ごとに（４）の４ヶ月後の同日。 

 （３）333 時間コース （訪問介護員養成研修 2 級課程または初任者研修修了者） 平成 31 年４月 

６日及び各養成課程ごとに（４）の２ヶ月後の同日。 

 （４）463 時間コース （介護職員基礎研修、訪問介護員養成研修１級 2 級課程、初任者研修のい 

ずれも修了していない者） 平成 31 年２月７日及び平成 31 年度以降の５月最終木曜日。 

 

（受講資格） 

第 11 条 受講資格は、当施設の面接授業を受講可能な範囲（東京都、千葉県、埼玉県）に居住する者

であって、介護福祉士の資格取得を目指す以下の者とする。 

 （１）63 時間コース 介護職員基礎研修を修了し、その修了を証明できる書類を研修申込時に当社 

に提出している者。 

 （２）108 時間コース 訪問介護員養成研修１級課程を修了し、その修了を証明できる書類を研修申 

込時に当社に提出している者。 

 （３）333 時間コース 訪問介護員養成研修 2 級課程または初任者研修を修了し、その修了を証明 

できる書類を研修申込時に当社に提出している者。 

 （４）463 時間コース 介護職員基礎研修、訪問介護員養成研修１級 2 級課程、初任者研修のいず 

れも修了していない者、またはその修了を証明できる書類を研修申込時に当社に提出していな 

い者。 

 

（受講生の選考） 

第 12 条 受講生の選考は、受講申込書を受理した者の中から、前条の要件を満たすと認められる者に

つき受講決定する。ただし、研修の定員に達した時点において申込受付は終了とする。 

 

 



（受講手続） 

第 13 条 受講手続は次のとおりとする。 

（１） 受講希望者は当社指定の申込用紙に必要事項を記入し、本人確認書類及び第 11 条に定める

介護に関する研修の修了証明書の写しを添付して、期日までに申し込む。 

（２）当社は、第 12 条に基づき受講生の決定を行い、受講決定通知書を受講生あてに通知する。 

（３）受講決定通知書を受取った受講生は、指定の期日までに受講料等を納入する。 

（４）当社は、受講料等の納入を確認した後、教材を郵送する。 

 

 

（退学、休学及び復学） 

第 14 条  

（１） 退学しようとする受講生は、退学願いを提出し、当法人の許可を得るものとする。 

（２） 受講生が疾病その他やむを得ない理由により継続して就学することが困難になった場合は、

その理由を明らかにした休学願いを提出し、当法人の許可を得るものとする。 

（３） 前項により休学が認められていた者が復学しようとする時は、復学願いを提出し、当法人の

許可を得るものとする。 

 

（学習の評価及び課程修了の認定） 

第 15 条  

（１） 学習の評価は、科目ごとに 1 回以上テキストに則った課題を賦課し、その添削を行うことによ

り、国指針に定める到達目標の修得状況を確認し、到達目標に達していないと認められる場合

は、課題の再提出及び再評価を行う。 

（２） 理由の如何かかわらず、面接授業開始時刻に 10 分以上遅刻した場合は欠席とする。また、や

むを得ず欠席する場合にはかならず「欠席届」を提出する。欠席した場合は第 16 条に規定す

る補講を受講しなければならない。なお、面接授業及び医療的ケアの演習の所定カリキュラ

ムの全ての出席を満たしてない者は、履修認定しないものとする。 

（３） 「介護過程及び生活支援技術」の修得状況評価については、併せて実技試験も行う。実技試験

は「介護過程Ⅲ」の面接授業内で行う。本研修の総合的な修得度評価は、介護過程Ⅲにおいて

行うこととし、到達目標に達していないと認められる場合は、課題の再提出及び再評価を行う。 

（４） 修了評価基準は、次のとおり、理解度及び実技習得度の高い順にＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４区分で評

価した上で、全ての通信添削課題及び実技試験の修了評価がＣ以上（医療的ケア筆記試験につ

いては A 以上）の受講者を、評価基準を満たしたものとして認定する。評価基準に達しない場

合には、必要に応じて補講等を行い、基準に達するまで再評価を行う。その場合の再評価費用

は無料とする。 

認定基準（１００点を満点とする） 

     Ａ＝９０点以上、Ｂ＝８０～８９点、Ｃ＝７０～７９点、Ｄ＝７０点未満 

（５） 修了を認定された者には、当社において修了証明書を交付する。 

 

 



（補講の取扱い） 

第 16 条 研修の一部を欠席した者で、やむを得ない事情があると認められる者については、補講を受

講することにより当該科目を履修したものとみなす。ただし、補講にかかる受講料については、無料

とする。また、補講は原則として当社において実施する。 

 

（受講料） 

第 17 条 受講料は次のとおりとする。（金額は全て税込み） 

コース 修了資格 

一般受講生 ケアカレッジ卒業生 株式会社ウメザワ職員 納
付
方
法 

納
付
期
限 

（受講料）（テキスト代） 

研修参加費合計 

（受講料）（テキスト代） 

研修参加費合計 

（受講料）（テキスト代） 

研修参加費合計 

63時間 

コース 

介護職員 

基礎研修 

（27,640 円）（2,160 円） 

29,800円 

（17,640 円）（2,160 円） 

19,800円 

（12,840 円）（2,160 円） 

15,000円 
一
括
ま
た
は
分
割
納
入 

受
講
開
始 

一
週
間
以
内
ま
で 

108時間 

コース 

訪問介護員

養成１級 

（55,996 円）（4,004 円） 

60,000円 

（35,996 円）（4,004 円） 

40,000円 

（20,000 円）（4,004 円） 

24,004円 

333時間 

コース 

（上段）同 2級 

（下段） 

初任者研修 

（74,200 円）（10,800 円） 

（72,256 円）（12,744 円） 

85,000円 

（49,200 円）（10,800 円） 

（47,256 円）（12,744 円） 

60,000円 

（20,000 円）（10,800 円） 

（18,056 円）（12,744 円） 

30,800円 

463時間 

コース 
無資格 

（114,960 円）（14,040 円） 

129,000円 
 

（85,960 円）（14,040 円） 

100,000円 

 

（使用教材） 

第 18 条 研修に使用する教材は次のとおりとする。 

テキスト名 巻 科目 出版社名 

『介護福祉士養成 

実務者研修 

テキスト 全９巻』 

第１巻 人間の尊厳と自立／社会の理解Ⅰ・Ⅱ 

一般財団法人 

長寿社会 

開発センター 

第２巻 介護の基本Ⅰ・Ⅱ 

第３巻 コミュニケーション技術 

第４巻 生活支援技術Ⅰ・Ⅱ 

第５巻 介護過程Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 

第６巻 発達と老化の理解Ⅰ・Ⅱ／認知症の理解Ⅰ・Ⅱ 

第７巻 障害の理解Ⅰ・Ⅱ 

第８巻 こころとからだのしくみⅠ・Ⅱ 

第９巻 医療的ケア 介護職員等による喀痰吸引・経管栄養 

 

（解約の条件および返金の有無） 

第 19 条  

（１） 受講料等を納入した日から起算して８日間を経過する日まではキャンセルをする旨を書面に

て当社に連絡することにより、無条件で契約を解除することができる。 

（２）（１）の期間後、解約の希望がある場合は、受講生本人より開講日の３日前までに当社にその 



旨を書面にて連絡する。当社は連絡確認後、納入された受講料より事務手数料 6,480 円と第 

16 条に定めるテキスト代金を除いた金額を返金、もしくは請求をする。 

（３）開講日の３日前以降の解約は、原則として研修参加費全額を納入とする。 

また、応募者が定員に対し少ない場合は、開講を中止する場合がある。この場合、振込手数料を弊社

負担とし、納入された受講料全額を返金する。ただし、当社開催の別の実務者研修を受講する場合は、

その受講料へ充当することも認める。 

 

（賞罰） 

第 20 条 次に該当する者は、受講を取消すことができる。受講料返金は原則行わない。 

（１）学習意欲が著しく欠け、修了の見込みが無いと認められる者 

（２）研修の秩序を乱し、その他受講生としての本分に反した者 

 

（教職員の組織） 

第 21 条 当施設に、養成施設長、教務に関する主任教員、介護過程Ⅲ担当教員、医療的ケア担当教員、

専任教員及びその他必要な教職員をおく。 

 

（その他留意事項） 

第 22 条 研修事業の実施に当たり、次のとおり必要な措置を講じることとする。 

（１）研修の受講に際して、受講申込受付時又は研修開始日までに本人確認を行う。本人確認の方法

は、以下の公的証明書の提出等により行うものとし、本人確認が出来ない場合は、受講の拒否又は修

了の認定を行わないものとする。 

 ①戸籍謄本、戸籍抄本若しくは住民票の提出 

 ②住民基本台帳カードの提示 

 ③在留カード等の提示 

 ④健康保険証の提示 

 ⑤運転免許証の提示 

 ⑥パスポートの提示 

 ⑦年金手帳の提示 

⑧国家資格等を有する者については免許証又は登録証の提示 等 

（２）研修に関して下記の苦情等の窓口を設けて当施設と連携し、苦情及び事故が生じた場合には迅

速に対応する。 

  苦情対応部署： 東京ケアカレッジ 受講生担当窓口 03-5666-5678 

  苦情担当：長谷 洋子、熊木 佐知子、伊澤 友恵 

（３）事業実施により知り得た受講生等の個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用

しない。 

（４）受講生等が知り得た他の受講生等の個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用

することのないよう受講生の指導を行う。 

 

 



（施行細則） 

第 23 条 この学則に必要な細則並びにこの学則に定めのない事項で必要があると認められる時は、当

社がこれを定める。 

 

 （附 則） 

 この学則は平成３０年１０月２９日から施行する。 



（別表１）科目及び履修方法表 

指定規則に定める科目及び時間数 当施設時間数 履修方法 

人間の尊厳と自立（５） 

時間 

   ５ 

テキストを精読し、各自の理解度を深

めた上で、当施設が提示する課題に回

答し、通信指導及び添削指導により履

修する。 

社会の理解Ⅰ（５） ５ 同上 

社会の理解Ⅱ（３０） ３０ 同上 

介護の基本Ⅰ（１０） １０ 同上 

介護の基本Ⅱ（２０） ２０ 同上 

コミュニケーション技術（２０） ２０ 同上 

生活支援技術Ⅰ（２０） ２０ 同上 

生活支援技術Ⅱ（３０） ３０ 同上 

介護過程Ⅰ（２０） ２０ 同上 

介護過程Ⅱ（２５） ２５ 同上 

発達と老化の理解Ⅰ（１０） １０ 同上 

発達と老化の理解Ⅱ（２０） ２０ 同上 

認知症の理解Ⅰ（１０） １０ 同上 

認知症の理解Ⅱ（２０） ２０ 同上 

障害の理解Ⅰ（１０） １０ 同上 

障害の理解Ⅱ（２０） ２０ 同上 

こころとからだのしくみⅠ（２０） ２０ 同上 

こころとからだのしくみⅡ（６０） ６０ 同上 

医療的ケア（５０） 

 喀痰吸引及び経管栄養演習 

５０ 

１３ 

同上 

面接授業にて履修する。 

介護過程Ⅲ（４５） ４５ 面接授業にて履修する。 

合  計 ４６３  

 



（別表２）他研修等の修了認定に基づく履修免除 

科目 
時間数 

 

介護職員初

任者研修 

訪問介護員研修 介護職員

基礎研修 

その他全

国研修 1級 2級 3級 

人間の尊厳と自立 ５ 免除 免除 免除 免除 免除  

社会の理解Ⅰ ５ 免除 免除 免除 免除 免除  

社会の理解Ⅱ ３０  免除   免除  

介護の基本Ⅰ １０ 免除 免除 免除  免除  

介護の基本Ⅱ ２０  免除 免除  免除  

コミュニケーション技術 ２０  免除   免除  

生活支援技術Ⅰ ２０ 免除 免除 免除 免除 免除  

生活支援技術Ⅱ ３０ 免除 免除 免除  免除  

介護過程Ⅰ ２０ 免除 免除 免除  免除  

介護過程Ⅱ ２５  免除   免除  

発達と老化の理解Ⅰ １０  免除   免除  

発達と老化の理解Ⅱ ２０  免除   免除  

認知症の理解Ⅰ １０ 免除 免除   免除 認知症実

践者研修 認知症の理解Ⅱ ２０  免除   免除 

障害の理解Ⅰ １０ 免除 免除   免除  

障害の理解Ⅱ ２０  免除   免除  

こころとからだのしくみⅠ ２０ 免除 免除 免除  免除  

こころとからだのしくみⅡ ６０  免除   免除  

医療的ケア 

 喀痰吸引及び経管栄養演習 

５０ 

１３ 

     喀痰吸引

等研修 

介護過程Ⅲ ４５     免除  

合  計 ４６３ ３３３ １０８ ３３３ ４３３ ６３  

 

 



添付資料 

○受講生選抜の概要（受入の方針、受入方策等） 

 

受講生募集の方法 介護関係施設・事業所、社会福祉協議会、地域町会等に対する募集チ

ラシの配布 

ホームページ掲載による周知 

受講生の受入方針 受講志願者については、可能な限り受講を認めることとする。ただし、

先着順とする。 

 

 

 

 


